
４． 図書館サービスの改善状況、あるいは改善のために検討中の事項について 
 
大学名 内容等 

釧路公立大学 

・図書館ホームページおよび OPAC の公開（平成 17 年 2 月中公開予定） 

・学外一般利用者への貸出（平成 17 年 4 月開始予定） 

・釧路管内公共図書館との相互利用開始（  〃  ） 

・グループ学習室の新設（3室） 

札幌医科大学 

・館内無線 LAN の提供を開始した。（平成 16 年 10 月） 

新図書館開設時より、閲覧席での有線による学内ＬＡＮ接続サービスを提

供してきたが、新たに閲覧席での無線ＬＡＮの利用が可能になった。 

・電子メールによる延滞資料の通知を開始した。（平成 16 年 10 月） 

従来、館内掲示、電話、郵便等による督促通知を行ってきたが、学生、教

職員における電子メールの普及とともに、連絡事務の簡素化、効率化を考

慮し、電子メールによる延滞資料の通知を開始した。 

・休館日の見直し（平成 16 年４月） 

平成 16 年度より学内教職員、学生及び卒業生を対象に、国民の祝日の特

別開館を開始した。（無人開館により、9時から 24 時まで） 

・出張ガイダンスの開催（平成 16 年 3 月） 

  本学卒業生や地域医療従事者に対し、本学図書館サービスの理解と利用拡

大を目的に、地方での図書館ガイダンスを開始した。    

開催場所：市立室蘭総合病院 

   開催時間：18 時～19 時 30 分（90 分）     

内  容：１）新図書館の紹介・利用方法について 

        ２）PubMed/SFX を介した文献複写依頼について 

参 加 者：市立室蘭総合病院医師、看護師、職員 30 名 

   派遣職員：２名 

・新たな地域医療支援サービスを開始した。 

本学の地域医療支援サービスの一環として、NDL-OPAC 雑誌記事索引を

MetaLib で検索し、その検索結果から当館、北海道立図書館、Webcat の各

OPAC で所蔵参照し、また札幌医大へ文献複写依頼するサービスを開始し

た。（平成 17 年 2 月 1 日） 

 

公立はこだて

未来大学 

・平成１６年  ４月 ＯＰＡＣ学外公開開始 

・平成１６年  ４月 図書館ホームページの刷新・充実 

・平成１６年１０月  教職員および卒研生・院生に対する貸出制限冊数と貸出

  期間の変更 

      教職員 ：   １０冊まで２週間 → ２０冊まで４週間 

      卒研生・院生 ： ５冊まで２週間 → １０冊まで４週間  

      学部生 ：    ５冊まで２週間（変更なし）  
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青森県立保健大学 

・ 図書館に関するアンケート（学外利用者対象）の実施（平成 16 年 6 月～9

月） 

・定期試験期間中の開館時間延長 （平成 17 年 1 月 31 日～2月 7 日：土日を

除く） 

 後期定期試験期間における開館時間を午前 9時から午前 8時 30 分（30 

分間延長）とした。 

秋田県立大学 ・電子ジャーナルの学内提供（SpringerLink）平成 16 年４月より 
福島県立医科大学 ・ 県内に居住する学外利用者へ図書貸出を実施した  （平成１６年６月）

茨城県立医療大学 

・「EBSCO HOST」での MEDLINE、CINAHL、SPROTDiscus 及び約 1000 誌の医学系

雑誌の全文情報の提供を開始した 

・「医学中央雑誌」を CD-ROM 版からＷｅｂ版へ切り替えた 

・ 簡易な利用者用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成をした 

・ 蔵書検索の表示結果に資料の配架場所を詳細に示す地図を表示させる機能

を実現した 

群馬県立女子大学 
・県民への利用サービスの拡大（４／１～） 

・土曜日開館の試行（４／１～ のべ１３日間） 
埼玉県立大学 ・平成１６年度から電子ジャーナルを導入し、学生、教職員に提供している。
東京都立保健

科学大学 
・当館は、平成 17 年度開学の首都大学東京において図書情報センター荒川館

と名称を変更し、土曜開館を実施する予定 

神奈川県立 
保健福祉大学 

・試験前・試験期間中の開館時間延長の検討を開始 

横浜市立大学 ・ 平成１６年７月から、平日２２時まで開館開始、土日１９時まで開館開始

新潟県立看護大学 

・大学 3年生に対し、文献検索講習会を実施。 
・文献検索講習会を学外にも開放。全 4回でのべ 70名の参加。 
・今年度、オンラインデータベースとして、Nursing Journalsを 4ヶ月間導入。
業者による講習会も実施。来年度はコクラン・ライブラリーの導入を検討中。 
・洋雑誌 16種、和雑誌 4種を 2005年から新規購入受入。 
・雑誌の遡及入力が完了。すべて OPACで検索可能に。 
・OPACに資料の所在する棚番号（左右も）を入力。本の場所に対する質問が激減。 
・新潟県中越大震災を受け、災害看護に関する文献コーナーを設置。リストを

ホームページに公開中（随時更新）。 

石川県立看護大学 

・大学院（修士課程）開設にともない、院生への貸出サービスを実施 

・土曜日の貸出サービスを実施 

・10 月より平日開館時間を２時間延長（午後 7時→9時） 

※土曜日の時間延長 検討中 

・電子ジャーナル導入に向け、購読雑誌の見直しのためのアンケート実施 

・院生、学部学生、一般看護師（ファーストレベル）を対象に文献検索講習を

実施 
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・12 月より館内持込パソコン専用席を設置 

・入館者用荷物置棚を設置 

金沢美術工芸大学 

・希望した専攻に「文献検索ガイダンス」を実施 

・早朝開館（８：４５～）を試行実施（開講日） 

・石川県公共図書館協議会と相互協力覚書調印 

福井県立大学 
・蔵書点検 

H16、17 年度の２年間で蔵書点検を実施している。H16 年度は書庫内蔵書、

H17 年度は閲覧室開架図書の総点検を行う予定である。 

都留文科大学 

・利用時間、開館時間の変更と延長について検討中 

・雑誌購入の見直しを含め、オンラインジャーナルの導入を検討中 

・DVD 視聴ブースの設置のため DVD 資料の充実を計る 

・学習室が 5室設置され、学生・教職員の学習・研究スペースの充実と大学公

 開講座の会場として利用が拡大された 

・地域図書館として都留市民、県内外の利用者が増加した 

静岡県立大学 

・データベース「日経テレコム」「朝日新聞：聞蔵」の利用提供開始 

・「日経テレコン」利用講習会の開催 

・電子ジャーナルのリンク整備及び検索ページの作成 

・静岡県横断検索システムへの参加 

愛知県立看護大学 ・東海地区大学図書館協議会加盟館間の来館利用に関する暫定協定への参加 

滋賀県立大学 
・授業期間に限り（ただし、後期試験終了後は除く）、試行サービスとして午

後８時まで開館時間を延長 

京都府立大学 

・貸出冊数の増（一般貸出冊数３冊を６冊に） 

・図書館内開架書架及び館内の掲示物の充実、整備 

・電子ジャーナルの導入を検討（平成 17 年４月から Springer Link の導入）

・閲覧室のリニューアルを検討 

・ILL 文献複写等料金相殺サービス事業への参加（平成 16 年５月から） 

京都府立医科大学 

・学内者を対象としたＷｅｂサービス（貸出・予約状況の確認、貸出中の資料の

予約、図書購入依頼申込、文献取り寄せの申込・状況の確認）の開始（平成 16

年８月）及び当該サービスの利用に係る講習会の実施（平成 16 年９月から） 

・文献検索データベース「MEDLINE on Ovid Online 及び CINAHL on Ovid Online」

の導入（平成 16 年８月）並びに当該データベースの利用に係る説明会の実

施（平成 16 年８月から） 

・評価・分析ツール「Journal Citation Reports on the Web」の導入（平成 16

年９月）及び当該ツールの利用に係る説明会の実施（平成 16 年９月から） 

・利用者教育の充実（OPAC 講習会、PubMed 講習会等の開催及び学生に対する

利用法講義の内容の発展的見直し）（平成 16 年８月から） 

・京都大学医学図書館等との相互利用協定の締結及び運用の開始（平成 16 年８月）

・学内ネットワークを活用した図書館メールニュースの定期発行（平成 16 年

９月） 
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大阪府立大学 

・ 図書館ツアー、各種説明会を５名以上のグループ単位の希望者の申し込み

を受けた場合に、個別対応することにした。（総情Ｃ） 

・  ジャーナル価格高騰によって購読中止となるタイトルの増加に歯止めを

かけるべく全学コアジャーナル選定専門部会で審議を行い全学共通経費に

よるコアジャーナル購入制度をスタートさせた。（全学） 

・ 国立情報学研究所（ＮＩＩ）の学術雑誌公開支援事業による、本学紀要７

誌のＮＩＩホームページからの公開（全学） 

・ 国立情報学研究所（ＮＩＩ）のＩＬＬ相殺制度に参加（全学） 

・ Web of Knowledge のバージョンアップ（インターフェイスの改良、Cross 

Search 機能等）（総情 C） 

・ Web of Science 等の研究室対象利用指導を開始（工） 

・ web 経由の図書発注依頼サービスの導入（先端研） 

・ HP『中尾佐助スライドデータベース』のリニューアル（総情 C） 

・ 学部図書室ＨＰに「社会福祉関係リンク集」を掲載(社) 

・ 録音図書ネットワ－ク配信(実証実験)への参加(継続)(社) 

大阪女子大学 
・国立情報学研究所（ＮＩＩ）のＩＬＬ相殺制度に参加 

・国立情報学研究所（ＮＩＩ）の学術雑誌公開支援事業による、本学紀要 4誌

のＮＩＩホームページからの公開 

大阪市立大学 

・ILL 文献複写等料金相殺サービスに参加 

・LEX/DB INTERNET（判例データベース）の利用提供開始 

・聞蔵（朝日新聞全文記事検索データベース）の Web 版利用提供開始 

・毎日 News パック（毎日新聞記事検索データベース）の利用提供開始 

・新着図書展示コーナーの設置 

・MathSciNet（数学文献のデータベース）の利用提供開始 

・官報情報検索サービスの利用提供開始 

・電子ジャーナル Emerald Fulltext 1999～ （経営学・経済学の雑誌を収

 録）の利用提供開始 

・近世大坂三郷画像データベースに 4文書を追加構築、公開 

神戸市外国語大学 

1.改善状況 

   (1)図書館ＨＰ及び利用者サービスの充実 

    ①オンラインジャーナルの提供 

    ②ILL 申込み用紙の公開 

    ③各種データベースのインターネットサービス導入（検討中） 

神戸市看護大学 ・電子ジャーナルの導入。 

島根県立大学 

・基本図書の整備（平成１５・１６年度） 

・学外者利用の拡大の試行（貸出サービス） 

・ＥＢＳＣＯの導入（平成１５年４月） 

・オンラインデータベース提供の拡大（平成１６年４月） 

・ＩＬＬ業務受付の開始（平成１６年１２月） 
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岡山県立大学 

・ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲ 提供開始（平成１６年４月） 

・山陽新聞総合データベース 提供開始（平成１６年５月） 

・ＩＬＬの相殺に参加 （平成１６年５月）  

・岡山県図書館横断検索システムに参加（平成１７年１月） 

広島県立大学 

・大学統合に備え３大学附属図書館事務長会議等通じて，概ね次の事項を検討した。 
① 附属図書館共通の規程 
② 図書館の開館時間 
③ ３キャンパス間の図書等資料の物流 
④ 電子ジヤーナルのデータベース導入 

広島県立 
保健福祉大学 

・一般雑誌のバックナンバー及び CD・カセットテープの貸出開始（平成 16 年 10 月）

・閉架書庫の開放（平成 17 年２月) 

尾道大学 ・平成１７年度 大学院開設に伴い、開館時間等について検討中 

下関市立大学 
・蔵書点検を実施 

・図書館システムの更新を検討中 

香川県立保健

医療大学 
・平成１６年１１月より一般開放を開始 （対象は県内在住もしくは県内へ

通勤・通学の１８歳以上の者。） 

愛媛県立医療

技術大学 

・ 図書館ホームページのリニューアル（平成 16 年 10 月 18 日から） 

・ 学外者への図書貸出枠拡大として、県内の医療系、福祉系専修学校、高等

学校の教職員及び生徒への貸出しを開始（12 月 14 日から） 

・本学紀要のホームページでの全文公開を検討中 

高知女子大学 

・平成１６年１２月から蔵書検索システムであるＯＰＡＣを学外に公開した

そのアドレスは次のとおり。 

  http://opac.cc.kochi-wu.ac.jp/ 

なお、大学の総合情報センター図書館のホームページに図書館の利用案内、

ＯＰＡＣ、リンク集を掲載するなど、その更新を行う予定 

北九州市立大学 
・学部生は、「試験期間開始の 2週間前から終了日まで」、大学図書館図書

の貸出（一夜貸出を含む）は従来出来なかったが、平成 16 年度前期試験期

間より貸出を行うよう改善しました 

宮崎公立大学 

・本学関係新聞記事の収集・公開 

・図書館システム更新（平成 16 年 4 月） 

  （オンラインによる図書購入依頼・利用状況照会等追加） 

・図書館ホームページの内容更新（利用案内・定期購読雑誌一覧ほか追加）

・複本調査・蔵書点検の実施（来年度以降の収蔵問題解決の検討材料として）

沖縄県立芸術

大学 
平成 16 年 10 月 1 日より開館時間を延長 

「午前９時から午後６時まで」を「午前９時から午後８時まで」に改正 

沖縄県立看護大学 ・土曜日開館の実施に向けて予算要求をしています 

 


